
都道府県名 埼玉県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 白岡町立白岡東小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ０ １８
２４

81 84 102 90 101 106 564児童数 ０

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

基礎・基本の確実な習得を目指す学習指導の工夫・改善
算数科を通して

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・全学年：算数科
学習の習得に幅があり、一斉に学習することが難しい教科。また、児童のつ

まずきに早めに手当しやすい教科であるため。

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
コース別学習の校内体制の確立と指導方法の研究

平 ○ 研究の見通し（仮説）
成 問題解決の学習を通して、児童一人一人の実態に応じたきめ細やかな指

導をすれば、基礎・基本が確実に習得でき、確かな学力を身に付けさせる14
年 ことができる。
度 ○ 研究内容・方法

ア 研究の視点
・発展的な学習や補充的な学習など個人差に応じた指導のための教材の
開発。

・個人差に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善。
・評価を生かした指導の改善。

イ 研究内容
・実態調査の方法、実施、考察。
・問題解決の指導方法（指導過程、よい問題の開発）
・単元の基礎・基本の厳選の仕方。
・コース別学習の指導計画の開発。
・児童自身によるコース選択の方法。
（振り返りチェックテスト、ガイダンス）

・低学年のＴＴに於ける学級内コース別学習の在り方。

○ テーマ
評価を活用した指導の改善と教師の授業力アップ

平 ○ 研究の見通し
成 個人差をより的確にとらえ、指導の改善に役立てるために、授業中にお

ける評価や学習プリントを活用した評価の研究をする。また、教師の授業15
年 力アップの方策についても研究し、指導の改善を図る。
度 ○ 研究内容・方法

ア 研究の視点
・発展的な学習や補充的な学習など個人差に応じた指導のための教材の
開発。

・個人差に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善。
・評価を生かした指導の改善。



イ 研究内容
・問題解決の指導方法 （計画開発・練り上げ指導のあり方）。
・学習プリントを活用した指導の改善。
・単元の特性に応じた多様なコース別学習の在り方。
・低学年のＴＴやコース別学習の効果の検証。
・教師の授業力アップの方策。

○ テーマ
研究の成果の検証とコースの特色に応じた指導方法の研究

平 ○ 研究の見通し
成 「拓く…新たな研究課題へのチャレンジ 「深める…これまでの研究成」、

果を深め確かなものにする 「広める…研究の成果を他校に広める」の16 」、
年 観点から研究をまとめる。
度 ○ 研究の内容・方法

ア 研究の視点
・発展的な学習や補充的な学習など個人差に応じた指導のための教材の
開発。

・個人差に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善。
・評価を生かした指導の改善。

イ 研究内容
拓く
・実践してきた習熟の程度に応じた指導の成果を証明するための評価方
法の開発 （コース毎の問題・共通問題：ペーパーテスト調査・質問。
紙調査問題の作成→実施→考察→指導の改善）

深める
・問題解決の指導方法の追求…教師の授業力アップ。
・児童の問題解決能力の育成。
計画の書き方・自力解決の仕方・自己評価・解決の検討・振り返りカ
ード）プログラムを組んで実践。

・各コースの特色に応じた指導方法。
・児童の学習プリントを活用した個人差に応じた指導。

、 、・振り返りチェックテスト・ガイダンス 研究授業単元のパネルづくり
廊下の算数コーナーの掲示。

広める
・全学年・全単元の指導計画の作成・配布。
・ホームページの充実。

( ) 研究推進体制3

低学年研究部会 教材開発
研 ①指導計画担当 ②振り返りチェッ

校 教 究 クテスト・ガイダンス担当 ③発展
推 中学年研究部会 問題担当 ④補充担当

長 頭 進 指導方法・評価
員 ⑤学習記録担当 ⑥単元末調査担当
会 高学年研究部会 情報発信担当

⑦ホームページ担当 ⑧掲示担当

研究推進委員のリーダーシップを発揮し、研究推進の中核である学年研究部会
の活性化を図る。そのため、昨年度の部会中心の組織から分業と協業による学年
研究体制を確立する。研究内容を焦点化し、４名～６名の職員で担当する。各担
当の責任者は研究推進委員が努める。



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題

１
．
研
究
の
成
果

教育課程実施状況調査結果

（国立教育政策研究所教育課程研究センター）調査問題 平成１３年度小中学校教育課程実施状況調査
全国の調査実施日 平成１４年２月２１日（木）
本校の調査実施日 平成１５年３月 ４日（火）
調査問題 算数Ｂ

＜評価の観点＞
１ 算数への関心・意欲・態度
２ 数学的な考え方
３ 数量や図形についての表現・処理
４ 数量や図形についての知識・理解

１ ペーパーテスト調査結果
＜調査人数＞第５学年１，２，３組 １０３名第５学年の結果

学習指導要 評価の観点 過 記 通過率 設定
領の内容 問題番号 出題のねらい 去 述 通過

１ ２ ３ ４ 問 式 全国 本校 差 率
2 49.0 59.2 10.2 60４年・数と １ ( ) 小数の加法と乗法の混合した計 ○

計算( ) 算をすることができる1
3 76.6 72.8 3.8 70４年・数と １ ( ) 小数の除法の計算をすることが ○

計算( ) できる △5
52.2 40.8 11.4 55数と計算 ３ 求め方 個数についての問題を解決する ○ ○ ○

( ) ことができる △1
59.1 38.8 20.3 60数と計算 ３ 答え 倍数についての問題を解決する ○ ○

( ) ことができる △1
1 82.6 88.3 5.7 80数と計算 ２ ( ) 十進記数法の意味を理解してい ○ ○

( ) る2
2 69.2 81.6 12.4 75数と計算 ２ ( ) 十進記数法の意味を理解してい ○ ○

( ) る2
3 80.7 86.4 5.7 75数と計算 ２ ( ) 十進記数法の意味を理解してい ○ ○

( ) る2
4 82.1 87.4 5.3 80数と計算 ２ ( ) 十進記数法の意味を理解してい ○ ○

( ) る2
1 78.7 81.6 2.9 80数と計算 １ ( ) 小数の乗法の計算をすることが ○

( ) できる3
40.6 54.4 13.8 70数と計算 ４ 小数の乗法計算の意味を理解し ○

( ) ている3
83.7 92.2 8.5 80数と計算 ５ 式 余りのある小数の除法計算の意 ○

( ) 味を理解している3
44.9 67.0 22.1 55数と計算 ５ 答え 余りのある小数の除法計算の意 ○

( ) 味を理解している3
59.1 46.6 12.5 70数と計算 ６ 分数の大きさについて考えるこ

( ) とができる △4
1 73.8 87.4 13.6 85量と測定 ７ ( ) 三角形の面積の求め方を理解し ○ ○

( ) ている1
2 89.9 95.1 5.2 90量と測定 ７ ( ) 平行四辺形の面積の求め方を理 ○ ○

( ) 解している1
3 53.7 91.3 37.6 75量と測定 ７ ( ) 円の面積の求め方を理解してい ○ ○

( ) る1
33.8 43.7 9.9 50量と測定 ８ 図形の面積の大小を判断するこ ○ ○

( ) とができる1
11 78.1 89.3 11.2 75４年・図形 平行四辺形を作図することがで ○ ○ ○

( ) きる1
1 62.6 85.4 22.8 70図形( ) ９ 求め方 多角形の角の大きさの求め方を ○ ○

考えることができる
1 62.6 79.6 17.0 70図形( ) ９ 答え 多角形の角の大きさの求め方を ○ ○

考えることができる
1 10 1 80.9 90.3 9.4 70図形( ) ( ) 正多角形の意味を理解している ○

1 10 2 61.4 71.8 10.4 70図形( ) ( ) 正多角形の意味を理解している ○

12 1 47.6 62.1 14.5 55数量関係 ( ) 百分率の意味を理解している ○
( )1

12 2 50.5 62.1 11.6 60数量関係 ( ) 百分率の意味を理解している ○
( )1

13 1 65.1 79.6 14.5 80数量関係 ( ) 数量の関係を式で表すことがで ○
( ) きる2

13 2 34.9 40.8 5.9 70数量関係 ( ) 数量の関係の式を読むことがで ○
( ) きる2

13 3 83.3 90.3 7.0 80数量関係 ( ) 数量の関係についての問題を考 ○ ○
( ) えることができる2



＜調査人数＞第６学年１，２，３組 １０５名第６学年の結果

学習指導要 評価の観点 過 記 通過率 設定
領の内容 問題番号 出題のねらい 去 述 通過

１ ２ ３ ４ 問 式 全国 本校 差 率
4 80.9 93.3 12.4 80５年・数と １ ( ) 異分母分数の減法の計算をする ○

計算( ) ことができる4
1 90.0 96.2 6.2 90数 と 計 算 １ ( ) 分数の乗法の計算をすることが ○ ○

( ) できる1
2 87.8 95.2 7.4 85数と計算 １ ( ) 分数の除法の計算をすることが ○ ○

( ) できる1
3 77.6 85.7 8.1 80数と計算 １ ( ) 分数の乗法と除法の混合した計 ○

( ) 算をすることができる1
43.8 58.1 14.3 55数と計算 ２ 分数の除法計算の意味を理解し ○

( ) ている1
1 38.2 54.3 16.1 65数と計算 ３ ( ) 分数の商の大きさについて考え ○

( ) ることができる1
2 21.3 26.7 5.4 60数と計算 ３ ( ) 分数の積の大きさについて考え ○

( ) ることができる1
1 70.4 80.0 9.6 75数と計算 ４ ( ) 分数乗法の計算の仕方を式で表 ○

( ) すことができる1
2 19.3 21.9 2.6 60数と計算 ４ ( ) 分数乗法の計算の仕方を考える ○ ○ ○

( ) ことができる1
1 52.1 67.6 15.5 70５年・量と ６ ( ) 図形の概形をとらえることがで ○ ○

測定( ) きる3
2 43.7 64.8 21.1 60５年・量と ６ ( ) 式 概形の面積をとらえることがで ○

測定( ) きる3
2 46.1 66.7 20.6 60５年・量と ６ ( ) 概形の面積を求めることができ ○

測定( ) 面積 る3
38.7 57.3 18.6 65５年・量と ７ 単位量当たりの大きさを考える ○ ○

測定( ) ことができる4
1 61.2 56.2 5.0 70量と測定 ５ ( ) 三角柱の体積の求め方を理解し ○

( ) ている △1
2 48.1 23.8 24.3 65量と測定 ５ ( ) 三角柱の表面積の求め方を理解 ○

( ) している △1
93.8 97.1 3.3 85４年・図形 ８ 立方体の展開図を作図すること ○ ○

( ) ができる2
1 86.5 95.2 8.7 85４年・図形 ９ ( ) 直方体の性質を理解している ○ ○

( )2
2 83.9 95.2 11.3 80４年・図形 ９ ( ) 直方体の性質を理解している ○ ○ ○ ○

( )2
10 1 87.9 92.4 4.5 80数 量 関 係 ( ) 比の意味を理解している ○

( )1
10 2 57.9 74.3 16.4 70数 量 関 係 ( ) 比の意味を理解している ○

( )1
11 49.5 52.4 2.9 55数 量 関 係 比例のグラフを理解している ○

( )2
12 1 80.1 92.4 12.3 80数 量 関 係 ( ) 比例の表を読むことができる ○

( )2
12 2 44.8 36.2 8.6 70数量関係 ( ) 比例の式をかくことができる ○

( ) △2
12 3 66.0 62.9 3.1 70数量関係 ( ) 比例のグラフをかくことができ ○

( ) る △2
12 4 46.9 74.3 27.4 65数量関係 ( ) 比例の意味を理解している ○ ○

( )2



３ 児童質問紙調査結果（算数）

(1)から(12)までのそれぞれについて，あなたの考えに一番近いものを一つずつ選んで，そ１

の番号に○をつけてください。

そう思う どちらか どちらか そう思わ 分からな

といえば といえば ない い

そう思う そう思わ

ない

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）割合 ％ 割合 ％ 割合 ％ 割合 ％ 割合 ％

全国 本校 全国 本校 全国 本校 全国 本校 全国 本校

1 29.0 27.2 24.9 34.9 19.5 20.4 21.3 12.6 4.4 4.9( )算数の勉強が好きだ。 ５年

23.3 35.6 24.0 28.8 22.7 22.1 25.1 12.5 4.3 1.0６年

2 61.2 57.2 26.7 35.0 4.5 3.9 3.7 1.0 3.0 2.9( )算数の勉強は大切だ。 ５年

58.4 66.3 30.2 26.9 4.6 0 3.6 1.0 2.5 5.8６年

3 53.2 55.4 26.6 31.1 7.2 5.8 5.0 1.9 6.7 5.8( )算数の勉強は，受験に関係な ５年

51.4 63.5 29.6 26.0 7.5 5.7 5.0 1.9 5.9 2.9くても大切だ。 ６年

4 47.6 47.5 27.3 34.0 7.9 10.7 5.1 1.0 10.9 6.8( )算数を勉強すれば，私の受験 ５年

47.2 41.4 28.7 37.5 7.5 12.5 5.0 1.9 10.8 6.7に役立つ。 ６年

5 29.7 31.0 24.4 28.2 16.7 22.3 12.6 10.7 15.5 7.8( )算数を勉強すれば，私の好き ５年

25.1 22.1 24.0 38.5 18.6 20.2 15.1 11.5 16.4 7.7な仕事につくことに役立つ。 ６年

6 47.0 41.7 28.5 45.6 9.2 4.9 5.4 2.9 8.7 4.9( )算数を勉強すれば，私のふだ ５年

44.1 40.4 31.5 45.2 9.4 10.6 6.1 1.9 8.1 1.9んの生活や社会に出て役立つ。 ６年

7 24.2 21.4 28.3 39.7 16.7 24.3 8.5 7.8 20.9 6.8( )算数を勉強すれば，私は，論 ５年

20.7 18.3 27.3 39.4 19.0 17.3 10.7 5.8 21.4 19.2理的に考えることができるよう ６年

になる。

8 , 38.3 35.0 28.3 35.9 13.5 18.4 9.0 3.9 9.6 6.8( )受験に役立つよう 算数を勉 ５年

37.9 39.4 29.7 30.8 13.0 17.3 9.3 4.8 9.1 7.7強したい。 ６年

9 31.5 31.1 24.9 28.2 17.2 23.3 11.9 8.7 13.2 8.7( )自分の好きな仕事につけるよ ５年

27.2 27.0 24.9 34.6 18.8 21.2 14.5 10.5 13.7 6.7う，算数を勉強したい。 ６年

10 36.8 40.8 29.8 32.0 13.9 15.5 8.2 4.9 9.8 6.8( )ふだんの生活や社会に出て ５年

33.8 34.6 31.5 37.5 15.1 15.4 9.0 4.8 9.5 7.7役に立つよう，算数を勉強した ６年

い。

11 26.2 27.2 26.9 29.1 17.6 25.2 10.8 11.7 17.2 6.8( )論理的に考えることができ ５年

22.4 28.8 25.7 29.9 20.4 22.1 13.8 6.7 16.8 12.5るよう，算数を勉強したい。 ６年

12 15.8 8.7 14.6 16.5 20.2 31.1 30.1 34.0 18.2 9.7( )将来，算数の勉強を生かし ５年

12.0 11.5 12.4 18.3 20.5 26.0 36.4 27.9 18.0 16.3た仕事がしたい。 ６年



( )から( )までのそれぞれについて，あてはまるものを一つずつ選んでその番号に○をつけ２ 1 8

てください。

よく分か だいたい 分かるこ 分からな ほとんど

る 分かる とと分か いことが 分からな

らないこ 多い い

とが半分

くらいず

つある

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）割合 ％ 割合 ％ 割合 ％ 割合 ％ 割合 ％

全国 本校 全国 本校 全国 本校 全国 本校 全国 本校

1 25.3 41.7 36.2 44.7 25.1 11.7 9.4 1.9 2.4 0( )算数の授業がどの程度分かり ５年

21.8 32.7 35.2 51.9 27.4 13.4 11.5 1.0 3.1 1.0ますか。 ６年

楽しい どちらか どちらか 楽しくな

といえば といえば い

楽しい 楽しくな

い

2 21.8 26.2 38.7 44.6 25.9 24.3 12.5 4.9( )算数の時間にいろいろな考え ５年

15.7 25.0 35.8 45.2 31.3 21.1 16.4 8.7方を発表し合うのは楽しいです ６年

か。

そうして どちらか どちらか そうして

いる といえば といえば いない

そうして そうして

いる いない

3 26.1 22.3 43.2 60.2 18.4 12.6 10.9 4.9( ) ５年算数の問題をとくとき，前にといた問題と似ているところ

23.9 27.9 43.5 49.0 18.9 12.5 12.7 10.6やちがっているところがどこかなどを考えようとしていますか。 ６年

4 17.9 25.2 36.6 47.6 27.8 17.5 16.4 9.7( ) ５年算数で新しい内容を勉強したとき，前に勉強した

13.6 19.2 32.9 39.4 31.3 27.9 21.3 13.5こととどのような関係があるかを考えようとしていま ６年

すか。

5 26.0 36.9 35.9 40.7 21.4 14.6 15.5 7.8( ) ５年算数の問題がとけなかったとき，自分がなぜとけ

25.2 39.4 36.2 29.8 21.4 22.1 16.3 8.7なかったかをふり返って考えようとしていますか。 ６年

6 17.3 38.9 29.9 29.1 28.9 23.3 22.6 8.7( )算数の問題がとけたとき，別 ５年

13.8 26.9 25.2 47.2 31.6 16.3 28.5 9.6のとき方を考えようとしていま ６年

すか。

7 40.5 54.1 39.3 32.3 12.0 12.6 7.1 1.0( ) ５年算数の問題のとき方が分からないとき，あきらめ

37.5 40.4 40.9 43.3 13.2 14.4 7.6 1.9ずにいろいろ考えようとしていますか。 ６年

8 19.2 21.4 35.5 43.6 26.9 27.2 17.2 7.8( ) ５年算数で新しい内容や考えなどを勉強したら，自分

12.5 5.8 30.0 51.9 32.1 26.0 24.6 16.3の身のまわりの場面などで使ってみますか。 ６年



３ 児童の算数の学習内容に対する意識

［５年生］

小学校５年生までに勉強した次の（１）から（ ）の内容について，あなたはどのように感じ14
。 ， ， 。ましたか それぞれの内容について あてはまるものがあれば その番号に○をつけてください

（あてはまるものがなければ，○をつける必要はありません ）。

よく分か よく分か 好きだっ きらいだ 役に立つふだんの生活
った らなかっ た った と思わなや社会に出て

た かった役に立つと思
った

割合(％) 割合(％) 割合(％) 割合(％) 割合(％) 割合(％)

84.6 6. 5 61.5 8.7 41.1 17.7（１）偶数と奇数 全国

95.1 2. 9 85.4 7.8 51.5 35.9本校

70.1 17.1 43.9 23.7 38.0 18.5（２）約数と倍数 全国

－ － － － － －本校

61.6 21.5 36.8 27.5 39.6 15.8（３）整数や小数の表し方 全国

89.3 6.8 54.4 35.0 63.1 26.2本校

72.4 12.3 41.5 25.4 46.3 11.6（４）小数の計算 全国

90.3 6.8 49.5 37.9 72.8 19.4本校

68.9 16.0 46.6 23.8 37.7 18.0（５）分数の表し方 全国

（約分や通分） － － － － － －本校

72.4 11.9 47.1 22.9 39.0 16.6（６）分数の計算 全国

95.1 2.9 84.5 7.8 58.3 29.1本校

57.1 21.3 34.5 29.4 42.7 13.1（７）およその計算 全国

80.6 11.7 43.7 41.7 69.9 14.6（たし算，ひき算） 本校

58.9 22.7 43.2 28.3 36.3 20.0（８）図形の面積の求め方 全国

85.4 11.7 58.3 31.1 61.2 28.2本校

62.2 19.0 45.0 24.8 30.4 23.4（９）平行四辺形，台形，ひ 全国

90.3 4.9 65.0 27.2 48.5 37.9し形 本校

10 52.0 26.9 35.0 31.4 28.5 24.3（ ）図形の性質（三角形の 全国

70.9 25.2 45.6 43.7 36.9 48.5３つの角の大きさの和など） 本校

11 55.1 22.0 40.6 24.3 36.4 16.3（ ）円や円周率 全国

89.3 6.8 68.9 24.3 60.2 29.1本校

12 68.7 14.2 55.0 15.3 57.2 5.2( ) 百分率（パーセント） 全国

86.4 10.7 66.0 25.2 82.5 9.7本校

13 66.1 14.3 48.3 18.8 46.5 10.7( ) 円グラフや帯グラフ 全国

80.6 14.6 58.3 32.0 67.0 18.4本校

14 25.5 30.3 17.4 28.7 23.5 16.8( ) 二つの数量の変わり方 全国

34.0 28.2 22.3 30.1 30.1 23.3のきまり 本校



平成１４年度は、平成１５年３月に新学習指導要領実施前のペーパーテスト調
査問題で実施したが、学習指導要領における算数の目標、内容に照らした学習の
実現状況については、全体としておおむね良好といえる。
また、児童質問紙調査結果（算数）の２ の回答から、児童は算数の授業を十分

理解しているといえ、習熟度を基本としたコース別学習を進めてきたことが大き
な要因と考えられる。また、問題解決の学習を基本とした指導に力を入れてきた
成果の表れと考えられる。
平成１５年度については、コース別学習の成果を検証するためのコース別の調

査問題・共通の調査問題を作成し、平成１６年３月に実施予定である。

２．今後の課題

２ヶ年間のコース別学習の成果を検証するための調査問題を作成し実施する。
また、児童一人一人に確かな学力の定着を目指して、コースの特色に応じた指導
方法を明らかにすると共に、教師の授業力アップを図る。さらに、これまでの研
究の成果をまとめ、全単元の指導計画を作成し配布する。

［６年生］

小学校 年生までに勉強した次の（１）から（ ）の内容について，あなたはどのように感じ6 11
。 ， ， 。ましたか それぞれの内容について あてはまるものがあれば その番号に○をつけてください

（あてはまるものがなければ，○をつける必要はありません ）。

よく分か よく分か 好きだっ きらいだ 役に立つふだんの生活
った らなかっ た った と思わなや社会に出て

た かった役に立つと思
った

割合(％) 割合(％) 割合(％) 割合(％) 割合(％) 割合(％)
78.3 9.3 52.6 17.3 38.1 20.9（１）分数の計算 全国
81.0 4.8 67.6 18.1 40.0 28.0本校
64.2 17.8 35.1 30.6 50.3 11.3（２）およその計算 全国
80.0 7.6 50.5 23.8 62.9 9.5（かけ算，わり算） 本校
46.9 30.9 26.2 40.6 33.6 23.2（３）およその形とおよその 全国
69.5 14.3 47.6 33.3 50.5 18.1面積 本校
65.3 17.2 46.4 22.4 54.6 8.8（４）平均 全国
79.0 7.6 58.1 19.0 70.5 5.7本校
55.1 25.0 33.5 37.9 28.7 27.2（５）立体図形の体積と表面 全国
75.2 6.7 56.2 17.1 35.2 27.6積 本校
60.4 19.3 40.0 27.4 26.0 27.5（６）立方体と直方体 全国
79.0 8.6 63.8 12.4 35.2 26.7本校
70.1 12.6 49.0 20.7 25.5 28.0（７）角柱や円柱 全国
68.6 14.3 53.3 21.0 26.7 37.1本校

（８）縮図や拡大図 － － － － － －全国
－ － － － － －本校

27.8 47.1 16.3 53.9 43.6 15.5（９）速さや人口密度 全国
39.0 42.9 22.9 56.2 52.4 17.1本校

10 52.5 27.1 37.7 31.9 36.8 19.4（ ）比の問題 全国
73.3 11.4 57.1 23.8 47.6 21.0本校

11 55.5 24.5 38.6 30.3 36.1 20.1（ ）比例 全国
69.5 14.3 54.3 28.6 47.6 21.0本校

児童質問紙調査結果（共通）は略



Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

・標準学力検査
目的：学年末の総括的評価と学力診断の資料とするため。
内容：全学年 国語・算数
時期：毎年 ２月

・教育課程実施状況調査（平成１３年２月全国調査実施問題）
目的：学習指導要領における算数科の目標・内容に照らした学習の実現状況を

見るため。
内容：ペーパーテスト調査（算数科５、６年）

質問紙調査 （共通・算数科５、６年）
時期：１５年３月

・学力実態調査（自校で作成した調査問題による）
目的：コース別学習の成果を検証するため。
内容：全学年算数科、コース別の調査問題で実施。
時期：平成１６年３月

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○校内授業研究会への参会者
６月１８日 都内１校、新潟県１校、県内９校、シンガポール１校 計３９名
７月 ２日 都内１校、県内５校 計１５名

１０月 ７日 神奈川県１校、県内７校、シンガポール１校 計１９名
１２月１０日 都内１校、県内１校 計 ２名
１月１６日 県内１校、シンガポール１校 計 ２名

○研究発表会への参会者
１１月１１日 都内４校、他県３校、県内１０８校 計３０４名
○県外委託研修教員受け入れ
１０月６日～１０月１０日 相模原市教育委員会より１名
○学校訪問受け入れ
１０月２８日 富山県より１名
１月１４日 都内１校、県内１校 計４名

○第２回埼玉県小学校フロンティアティーチャー研修会
１月２０日 授業公開等 ２５校 計３２名

○フロンティアティーチャーとしての研究成果普及のための活動実績
７月３１日 少人数やＴＴによる算数指導研修会（県教委主催）実践発表等
８月２２日 教育セミナー東京２００３ 実践発表
校内授業研究会等指導 県内２校、都内１校 計５回

○ホームページの公開
○研究成果普及のための活動実績

みんな一緒一律の教育から違いを前提にした教育へ発想を転換することの重
要性の理解と、一人一人の児童を大切にした本校の具体的な少人数指導の在り
方を各校の実態に応じた方法で取り入れた実践へと結びついている。

○研究発表会予定 平成１７年１月２５日（火）

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 ι １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
ι １３～１８学級 １９～２４学級

２５学級以上

【指導体制】 ι 少人数指導 ι Ｔ．Ｔによる指導
ι 一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 ι 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ι 有 無
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